
国 語 科 学 習 指 導 案

２００９． ９ ． ８ （火 ） ５ 校 時

１ 年 生 １４ 名 （ 男 子 ９・ 女 子 ５）

授 業 者 田 山 中 学 校 村上 三 寿

１ ． 単 元 名 〔文 法 の 広 場２ 〕 『 文 のく み た て 』

２ ． 単 元 に つ いて

（ １ ） 指 導 の 目標

国 語 科 のな か に ふ くま れ る 教 科内 容 に は 、 大き く わ け て次 の ふ た つ があ り 、 これ

が 相 互 に む すび つ い て 存在 し て い る 。

① 日 本 語 とい う 言 語 につ い て の 知 識や つ か い 方の き ま り を体 系 的 に お しえ る 、 言

語 教 育 の 側面 （ 音 声 体系 ・ 文 字 体 系・ 文 法 ・ 語彙 ）

② 日 本 語 をつ か っ た 言語 作 品 の よ み（ 文 学 作 品・ 説 明 文 ）と 日 本 語 を つか っ て の

表 現 （ 作 文） や 話 し 合い な ど の 、 言語 活 動 教 育の 側 面

こ の ふ たつ の 側 面 は国 語 科 の それ ぞ れ の 単 元の な か で は、 同 時 に 進 行す る こ とも

あ り 、 相 対 的に 独 立 し たも の と し て さし だ さ れ るこ と も あ る。 こ の 単 元 では 、 言 語

教 育 を 相 対 的に 独 立 し たも の と し て とり あ つ か い、 と り た てて 、 日 本 語 の文 法 の 体

系 を お し え るこ と を 目 標と し て い る 。文 の し く みや 単 語 の しく み に つ い て、 基 礎 的

な 知 識 を も つば か り で なく 、 意 味 的 な関 係 や 役 わり に つ い て深 く 考 え る こと は 、 文

学 作 品 の よ みと り に お いて も 大 切 な 生き た 力 と なる 。 ま た 、品 詞 や 文 の 部分 な ど 、

日 本 語 の し くみ に つ い て正 確 な 知 識 をも つ こ と は、 英 語 の 学習 に か ぎ ら ず将 来 の 外

国 語 の 習 得 にと っ て 普 遍的 な 知 識 と して 大 き な 支え と な る 。

（ ２ ） 単 元 の 学習 内 容

文 を い くつ か の 部 分に わ け な がら 、 そ れ ぞ れの 部 分 が 文の な か で ど うい う 意 味と

機 能 を も ち なが ら 存 在 して い る か を 知り 、 日 本 語の 文 の 内 部の 法 則 、 日 本語 に つ い

て の 文 法 的 な知 識 を 体 系的 に 身 に つ けて い く こ とが 、 こ の 単元 の 学 習 内 容で あ る 。

主 語 、 述 語 、修 飾 語 な どと よ ば れ て きて い る 文 の部 分 の 意 味と 機 能 を ひ とつ ず つ 確

認 し な が ら 、日 本 語 の 文の 内 部 構 造 （く み た て ・し く み ） をあ き ら か に する 。 こ の

学 習 活 動 の ため に は 、 それ ぞ れ の 部 分の 構 成 要 素で あ る 単 語が ど の 品 詞 であ る か に

つ い て 、 基 礎的 な 知 識 を必 要 と す る 。基 本 と な る４ 品 詞 （ 名詞 ・ 動 詞 ・ 形容 詞 ・ 副

詞 ） の 意 味 、か た ち 、 性質 、 は た ら きな ど を 何 度も た し か めな が ら 、 文 の部 分 に つ

い て の 学 習 活動 が す す めら れ る 。

３ ． 生 徒 に つ いて

１ 年 生 に入 学 し て から ５ か 月 たっ た 。 文 学 作品 の よ み の授 業 「 大 人 にな れ な かっ

た 弟 た ち に ･･･ ･」 な ど で は 、 場 面 の イ メ － ジ を う か べ な が ら、 活 発 に 心 をは た ら か

せ 、 思 考 を めぐ ら せ て 作品 の な か に はい り こ ん で学 習 し て きた 。 文 学 作 品の 学 習 で

は 、 作 家 の 表現 の 巧 み さに 感 心 し た り、 日 本 語 のつ か い 方 にも 関 心 を し めす 姿 も み

ら れ る よ う にな っ て き た。 日 本 語 の 学習 で は 、 １学 期 に 音 声の し く み と ４品 詞 の 学

習 を お え て いる が 、 ま だ十 分 に 定 着 して い る わ けで は な い 。文 の 部 分 に つい て の 学

習 を す す め るな か で も 、４ 品 詞 の 復 習を し な が ら、 品 詞 と いう 概 念 の も つ意 味 内 容

を ふ く ら ま せ、 あ た ら しい 知 識 を 得 てい る 。 日 本語 の し く みの 学 習 に お いて も 、 よ

く 思 考 を め ぐら せ 、 活 発に と り く ん でい る 。 単 語や 文 の し くみ に つ い て 、新 し い 発

見 、 新 し い 知識 を 得 る こと が 楽 し い よう で あ る 。た だ 、 年 齢の 関 係 か ら か、 論 理 的

に 考 え て 、 法則 を さ ぐ ると い う 点 で はま だ ま だ であ る 。 こ れか ら 少 し ず つ根 拠 を 明

確 に し な が ら論 理 的 に 思考 す る こ と をつ み か さ ね、 日 本 語 のし く み を 深 くと ら え て

い き た い 。



４ ． 指 導 計 画

（ １ ） 主 語 と 述語 （ ２ 時 間 ）

① 文 のな か で の 主語 と 述 語 の 役わ り と 意 味

② 述 語の 品 詞 に よる 文 の タ イ プ

（ 名詞 述 語 文 ・形 容 詞 述 語 文・ 動 詞 述 語文 ）

（ ２ ） 修 飾 語 （ ２ 時 間 ）

① 修 飾語 の 役 わ り

② 修 飾語 の ふ た つの タ イ プ

（ 名詞 か ざ り の修 飾 語 ・ 動 詞か ざ り の 修飾 語 ）

（ ３ ） 補 語 と 状況 語 （ ２ 時 間 ）

① 補 語の 役 わ り と意 味

② 状 況語 の 役 わ りと 意 味 本 時 1/2

③ 補 語 の タ イ プ と 状 況 語 の タ イ プ

（ 品詞 の 下 位 分類 ・ 品 詞 と 文の 部 分 の 関係 ）

（ ４ ） 独 立 語 （ １ 時 間 ）

５ ． 本 時 に つ いて

（ １ ） 題 材 「文 の 部 分 （補 語 ・ 状 況 語）」

（ ２ ） 目 標

文 の そ れぞ れ の 部 分が ど う い う意 味 と 役 わ りを も っ て いる か 、 述 語 との 関 係 のし

方 と 文 全 体 に対 す る 関 係の し 方 の な かで 理 解 す る。

・補 語 が 述 語 に 対し て ど うい う 意 味 的 な 関係 を も って い る か

・ 修 飾 語 と補 語 と の ちが い

・状 況 語 が 文 全 体の な か でど う い う 役 わ りを も っ てい る か

（ ３ ） 題 材 に つい て

主 語 と 述語 が 文 の なか で 大 切 な部 分 で あ る こと は 当 然 のよ う に 知 ら れて い る のだ

が 、 文 の そ れ以 外 の 部 分と し て は 、 どう い う も のが あ っ て どう い う 役 わ りを 果 た し

て い る か に つい て 、 正 確な 知 識 を も って い る わ けで は な い 。修 飾 語 （ か ざっ て い る

部 分 ・ く わ しく し て い る部 分 ） と い う用 語 は あ るも の の 、 その 中 身 に つ いて は 、 述

語 と の 関 係 のし 方 や 文 全体 の な か で の役 わ り を 明確 に と ら えて い る わ け では な い 。

修 飾 語 と い う用 語 の も とで 、 実 際 に は、 主 語 と 述語 以 外 の その 他 の 部 分 とい う 程 度

の あ つ か い しか な さ れ てい な い と い って も 言 い すぎ で は な い。 名 詞 か ざ りの 修 飾 語

（ い わ ゆ る 連体 修 飾 語 ）に は お も に 形容 詞 が な り、 動 詞 か ざり の 修 飾 語 （い わ ゆ る

連 用 修 飾 語 ）に は お も に副 詞 が な る 。他 動 詞 述 語文 で は 動 作の 客 体 （ 対 象） を 義 務

的 に 必 要 と して い る の だが 、 こ の 部 分は 補 語 （ 英語 文 法 で いう と こ ろ の 目的 語 ・ 補

足 語 ） で あ って 、 た だ のか ざ り の 部 分で は な い 。修 飾 語 が 動作 の よ う す （あ り さ ま

・ 程 度 ） を あら わ し 、 おも に 副 詞 が なる の に 対 して 、 補 語 の方 は 動 作 の 対象 を あ ら

わ す 名 詞 か らで き て い ると い う 点 で 、こ の ２ つ の部 分 は 、 述語 と の 関 係 のし 方 が こ

と な っ て い る。 さ ら に 、文 の 部 分 の なか に は 、 補語 や 修 飾 語の よ う に 述 語と い う ひ

と つ の 部 分 に対 し て だ け関 係 を も つ ので は な く 、文 全 体 に さし だ さ れ て いる 出 来 事

を 外 側 か ら とり ま き 、 出来 事 の 背 景 とし て 文 全 体と 関 係 し てい る 状 況 語 （時 間 ・ 場

所 ・ 原 因 ・ 理由 な ど ） とい う 部 分 が ある 。 こ の 部分 に は 、 時間 名 詞 ・ 場 所名 詞 ・ 現

象 名 詞 な ど がな る 。 主 語と 述 語 以 外 に「 修 飾 語 ・補 語 ・ 状 況語 」 と い う の３ つ の 部

分 を 区 別 し 、そ れ ら の 意味 、 役 わ り 、品 詞 の ち がい を 明 確 にす る こ と は 日本 語 の 文

の 内 部 構 造 をと ら え る うえ で 重 要 な こと で あ る 。あ ら ゆ る 言語 に 普 遍 的 なこ れ ら の

概 念 を 習 得 する こ と は 、４ 品 詞 の 学 習と な ら ん で、 外 国 語 学習 の た め の 基礎 知 識 と

な る ば か り でな く 、 文 学作 品 の 内 容 のよ み に と って も き わ めて 大 切 な 力 とな る 。「

こ と ば を 大 切に し な が ら文 章 を よ み とる 」 と い うこ と の 具 体的 な 中 身 は 、文 の な か

で の そ れ ぞ れの 単 語 の 役わ り の 認 識 を土 台 に し て、 文 に え がき だ さ れ て いる 出 来 事

を と ら え る こと で あ る 。



（ ４ ） 指 導 の 構想

本 時 の 目 標に せ ま る ため に 、 つ ぎ のよ う な 手 順を ふ む 。

① 修 飾 語 と補 語 と の ちが い を 述 語 動詞 と の 関 係の な か で 考え る 。

（ 品 詞 の ちが い ・ 意 味的 な 関 係 の あり 方 の ち がい ）

② 動 作 を なり た た せ るた め に 必 要 な人 や も の をあ ら わ す 部分 と し て の 補語 の 役 わ

り を と らえ 、 い く つか の 補 語 の タイ プ を さ しだ す 。

動 作 の 直 接の 対 象 ・ 道 具・ 手 段 ・ 材料

③ 状 況 語 をさ し だ し 、文 全 体 の な かで の 役 わ りを 考 え る 。

（ 述 語 の動 作 だ け にか か わ っ てい る の で は なく 、 文 全 体の で き ご と の背 景 と して

で き ご との な り た つ状 況 を 外 側 から と り ま いて い る こ とを 知 る ）

時 間 ・ 場 所・ 原 因 （ 理 由）

（５）展開

学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点

１．２つのタイプの修飾語の役

導 わりと品詞をたしかめる （形容詞） （副詞）

（前の時間の復習） まっかな スポーツカーが びゅんびゅん 走る｡

入 ( 名詞かざり) ( 動詞かざり)

（形容詞） （形容詞） （副詞）

高い エントツから まっ黒な けむりが もくもく あ

がる。

( 名詞かざり) ( 名詞かざり) ( 動詞かざり)

２．文を部分にわけるという

５ ことの意味をたしかめる おもに形容詞がなる（どんな）

分 （文のなかでの役わり） ・どの部分がどの部分を修飾し

（他の単語に対する関係） おもに副詞がなる（どんなふうに） ているか（矢じるしで）

（品詞） ・かざっている単語の品詞と

・名詞かざりの修飾語 かざられている単語の品詞

・動詞かざりの修飾語

（どのくらい）

３．修飾語の入った文カード ・まず自分の考えをノートにメモ ・述語動詞の意味的なタイプの

と補語の入った文カードを ・グループごとに話し合う ちがい（自動詞・他動詞）

さしだし、ちがいを考える （発表しながら） ・品詞のちがい

展 （両方まじった文カードを ・ちがいが何かを考える ・述語動詞に対する関係のし方

分けてみる） のちがい

開 ４．述語動詞に対する関係の ・補語 動作が成り立つのに必要な人

し方・意味・品詞のちがい やものをあらわす

から、補語と修飾語が文の （名詞でできている部分）

なかで別々の部分であるこ ・修飾語 「なにを」

とをたしかめる 動作のようすをくわしくして

※（用語の規定をおこなう） いる（ありさま・程度）（副詞で

できている部分） ・はじめは動作の直接対象とな

（例文のなかの修飾語と補語 「どんなふうに」 る補語の用例で修飾語とのち

を矢じるしでたしかめる） がいをはっきりさせる

「どのくらい」 （品詞のちがいを意識）



3 （形容詞） （名詞） （副詞）

5 父が おもい 荷車を ゆっくり

分 押した。 ・補語をみつける問題

（名詞かざり （補語） （動詞かざり 修飾語） ・補語をおぎなう問題

修飾語）

・動作の直接の対象以外にも動

５．プリントの例文で補語と ・プリント問題でたしかめる 作の成立にとって必要な人や

修飾語を区別する ものがあるということを知

る。

６．動作の直接の対象以外の ・文カードのなかから補語をみつけだし、述

補語の例をさしだす 語動作に対してどういう関係か考える

（２枚の文カード） ① 道具・手段

② 材料

※（補語の規定の再確認）

※ ここまでの補語の学習で学んだことをノートに

まとめる（状況語に入るまえに頭の整理）

７．時間をあらわす状況語と （文カ－ド）（例）

場所をあらわす状況語の文

カードをさしだして、文の （時間名詞） （場所名詞）

なかでの役わりを考える 夏休みに キャンプ場で

（補語や修飾語とのちがいを （状況語） （状況語）

考える）

（品詞をたしかめる） ぼくたちは おいしい 焼き肉を むしゃむしゃ

食べた。

・状況語 文全体のできごとの背景と ・品詞の中身のちがい

８．原因・理由をあらわす状 して外側からとりまく ・述語との関係のし方

況語の文カードもさしだし （述語だけをかざっているのではない） ・文全体のなかでの役わり

て、同じように文のなかで ① 時間（時間名詞）

の役わりを考える ② 場所（場所名詞） こういったことに注目させな

③ 原因・理由（現象 がら、補語や修飾語とのちがい

※（用語の規定をおこなう） 名詞） を考えさせる

ま ９．プリントの問題でたしか ・品詞に注目して、述語との関係と文全体の ・文の部分にはそれぞれ大切な

と める なかでの役わりを確認しながら、文のな 役わりがあり、述語との関係

め か のし方や文全体に対する関係

から状況語を見つけだす のし方にちがいがある

1 （時間・場所・原因理由）

0 （ふだん意識していないが、し

分 1 0 ．まとめ っかりしたしくみがある）

１時間の授業で学習したことのまとめをノ－ ・時間があれば何人か発表する

トにかく。

６ ． 教 材 教 具 の工 夫

（ １ ） 文 カ －ド の 内 容 を比 較 し 、 ち がい を み つ け、 自 分 の こと ば で 説 明 する と い う

発 見 的 な学 習 の か たち を く む 。

（ ２ ） 文 カ －ド の 内 容 ・確 認 プ リ ン トの 内 容 を 典型 的 な も のに す る た め に用 例 を 吟

味 す る 。



７ ． 評 価

（ １ ） 文 カ －ド に お け る品 詞 の 語 彙 的な 意 味 の ちが い に も とづ い て 、 述 語と の 関 係

の し 方 にち が い が ある こ と を 発 見す る こ と がで き た か 。

（ ２ ） 自 分 の気 づ い た こと に つ い て 、自 分 の 頭 で考 え 、 説 明し 、 一 般 化 する こ と が

で き た か（ 他 の 人 の考 え に 耳 を かた む け 、 深く 学 び あ うこ と が で き たか ）。

（ ３ ） 品 詞 に注 目 し な がら 、 文 の 部 分と 部 分 と の関 係 の し かた や 文 全 体 のな か で の

役 わ り を確 認 す る こと が で き た か。



（ 授 業 で も ち いる 文 カ ー ド）（ 例 ）
① ２ つ の タ イプ の 修 飾 語の 比 較 用 に （前 時 の 復 習）

（ 名 詞 か ざり の 修 飾 語） （ 動 詞 か ざり の 修 飾 語 ）

・ 高 い えん と つ か ら け む り が ・ト ラ ク タ ーが 田 ん ぼ を
で て い る。 ゆ っ く り 走 る 。

・ り っ ぱ な 車 が 道ば た に ・牛 が 口 を も ぐ も ぐ
と ま っ てい る 。 動 か し て いる 。

・ 大 き い 鳥 が 枝 に と ま っ て ・ぼ く た ち は ゆ か を
い る 。 せ っ せ と み が く 。

② 修 飾 語 と 補語 の 比 較 用に
（ 修 飾 語 ） （補 語 ）

・ 父 が のん び り ある い て い る 。 ・ 母が テ ー ブル を ふ く 。
・ 赤 ち ゃ んが す や すや 眠 る 。 ・ 兄が 車 を み が い て い る。
・ カ エ ル が す い す い お よ ぐ 。 ・ ねず み が おも ち を か じっ た 。
・ ス ポ ー ツカ ー が びゅ ん び ゅ ん ・ 犬が ね こ を お い か け る。
走 る 。 ・ ひろ し が かず お を な げと ば し

・ ご ん が ば た り と た お れ た 。 た。

（ 修 飾 語 と補 語 の ま じっ た も の ）

・ お 兄 ち ゃん が た いこ を た た く。
・ 弟 が ボー ル を けっ と ば す 。
・ カ エ ル が ぴ ょ ん と と び あ が った 。
・ 赤 ち ゃ んが よ ち よち あ る く 。
・ お じ い さん が 木 を 切 る 。
・ お ば あ さん が キ ャベ ツ を き ざむ 。
・ 妹 が ごろ ん と ねこ ろ が っ た 。

③ 動 作 の 直 接の 対 象 以 外に 、 動 作 を 成り た た せ るた め に 必 要な も の
道 具 の 補 語（「 ～ で 」） 材料 の 補 語（「 ～ で 」）

・ お じ い さ んが ま さ かり で ま き を ・ 私は 小 麦 粉で ク ッ キ ーを
割 っ た 。 つく っ た 。

・ 父 は の こぎ り で 木を 切 っ た 。 ・ 大工 さ ん が 太 い 柱 で 家 を
・ 弟 は バ ット で ボ ール を 打 っ た。 たて た 。
・ 兄 は か なづ ち で くぎ を 打 つ 。 ・ 姉は 毛 糸 で マ フ ラ ー を あ ん
・ ぼ く は あみ で と んぼ を と る 。 だ。

・ 弟は 折 り 紙で 紙 ひ こ うき を
つく っ た 。

④ 補 語 の 空 らん の 文 カ ード
道 具 の 補 語（「 ～ で 」） 材料 の 補 語（「 ～ で 」）

・ 母 が ［ で ］ テー ブ ル を ふく ・ 母が ［ で ］ パ ン を つ く
・ 父 が ［ で ］ 畑を た が や す。 った 。
・ 妹 が ［ で ］ クッ キ ー を つく ・ 姉が ［ で ］ セ ー ター を
る 。 編ん だ 。

・ 兄 は ［ で ］ くぎ を 打 つ 。 ・ わた し は ［ と ］［ で ］
・ ぼ く は ［ で ］ さか な を と る。 クッ キ ー を つ く っ た 。

・ 父は ［ で ］ 犬 小 屋を
つく っ た 。

・ 日本 人 は ［ で ］ お酒 を
つく る 。（［ か ら ］）



⑤ 状 況 語 （ 文全 体 の で きご と を 背 景 とし て 外 側 から と り ま いて い る ）

Ａ （ 時 間 を あら わ す ） Ｂ（ 場 所 をあ ら わ す ）

・ 夕 方 子 ども た ち が ボ ー ル を ・ グ ラ ンド で 子 ども た ち が ボー ル を

け っ て い る。 け っ てい る 。

・ 昼 休 み に １ 年 生 が バ ス ケ ッ ト ・ 体 育 館で １ 年 生が バ ス ケ ット ボ ー

ボ ー ル を た の し ん でい る 。 ル を た の し ん でい る 。

・ 日 よ う 日 に お と し より が し ず ・ 公 園 で お と し より が し ず かに

か に 本 を よ ん で いる 。 本 を よ ん で い る。

・ お と と い ぼ く た ち は 花 火 を ・ 川 原 で ぼ く た ちは 花 火 を し た 。

し た 。

Ｃ （ 原 因 ・ 理由 を あ ら わす ）

・ 大 地 震 で 家 が く ずれ た 。

・ 洪 水 で てい ぼ う が 決 壊 し た 。

・ 大 雪 で 列車 が ス トッ プ し た 。

・ 事 故 で 道路 が 渋 滞し て い る 。

・ 妹 は か ぜで 学 校 を 休 ん だ 。

・ 弟 が 腹 痛 で 泣 い て いる 。

⑥ 状 況 語 の 空ら ん の 文 カー ド

（ 場 所 ） （ 原因 ・ 理 由 ）

・ 妹 は ［ で ］ クッ キ ー を つく ・［ で ］ 家 が 流 され そ う に

っ た 。 なっ た 。

・ 弟 は ［ で ］ 畑を た が や す。 ・［ で ］ 木 が た くさ ん 燃

・ 兄 が ［ で ］ まん が を よ んで えた 。

い る 。 ・［ で ］ 家 が こ われ た 。

・ 祖 母 が ［ で ］ い ね む り を し ・［ で ］ 友 だ ち が ケ ガ を

て い る 。 した 。

・ 父 が ［ で ］ 牧草 を 刈 っ てい ・［ で ］ 道 路 が こん で い る

る 。

⑦ 状 況 語 の 比較 の 文 カ ード （ 場 所 と 原因 ・ 理 由 ）

列車 が ［ で ］ とま っ て い る 。 列 車 が 田 山 駅 で とま っ て い る ｡

列 車 が ［ で ］ と ま っ て い る 。 列 車 が 大 雪 で とま っ て い る ｡

妹 が ［ で ］ ね て い る 。 妹 が 部 屋 で ね て いる 。

妹が ［ で ］ ね て い る。 妹 が かぜ で ね て いる 。


